
 

 

 

去る、８月２５日（金）・２６日（土）に『夏休み工場見学会』を実施したところ、 
小学校低学年の児童を中心に多数の親子連れの参加がありました。参加者は、初めて 

見る巨大なごみクレーンやごみバンカ内の膨大なごみの量に目を丸くしたり、清潔でハイテクな工場を

見て清掃工場のイメージを一新していました。また、墨田区の協力による構造が見えるごみ収集車“わ

かる君”の実演コーナーでも、参加者は興味深そうに見入っていました。墨田区提供の環境啓発物品等

のお土産もあり、全員が満足げな笑顔で工場を後にしました。 
 

 
平成１６年より工事が進められていた飛灰搬出設備が、本年８

月３１日に竣工しました。飛灰搬出設備とは、ごみを焼却する時 
に発生する排ガス中のばいじん（重金属を含んだ軽く細かい灰）を集じん機で捕集したもの（これを「飛

灰」といいます。）をタンクローリー車に積み込む施設です。この施設は、５日分の飛灰を貯留するこ

とが可能で、タンクローリー車で中防灰溶融施設へ搬出します。外観は、色の濃さの違う 3種類の青い
タイルを貼り付けるなど、工場棟との調和を考えたデザインとなっています。 
 

 

 ８月４日（金）、有明水再生センター、虹の下水道 
館、有明スポーツセンターと当工場の共催で、『有明 

クリーンセンターサマーフェスティバル 2006』が開催されました。 
当工場は、スポーツセンターの駐車場を会場とした大声大会と工 
場見学会を実施しました。大声大会には、お子様から大人までが参 
加され、騒音問題に関心を持って頂くことができました。 
また、工場見学会では、脱臭装置の原理を簡単に説明する模擬実 
験装置を用意し、見学の皆様をお迎えしました。平日にもかかわらず７６人の方が参加されました。 
 

 

                  ７月２４日から１週間に渡って、北千住駅前の超大型テレビ

「あだちシティビジョン」に、足立清掃工場の焼却炉のごみの燃 
えている状況が映し出され、夏の北千住を熱くしました。下町っ子は、花火 
大会ならぬ焼却炉の迫力に圧倒されたようです。 

  

 

      江戸川清掃工場には、５，６００㎡の緩衝緑地があります。地域の皆様に緑陰公園、ゲ

ートボール場、緊急時には避難場所としてご利用いただいています。工場も開設から９年 
が経過しました。キンモクセイなどの高木が成長したため、日陰が生まれ、芝生が枯れてしまいました。

このため、職員が緑を再生させようと「玉竜」５，３００本を植えました。１年後には、青々と生い茂

った緑の絨緞として工場と地域を結ぶコミュニケーションの架け橋に成長してほしいと思います。 

夏休み見学会に200人の親子連れ！ 
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